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第１７回 秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画推進委員会 議事録

日 時：令和２年２月１４日（金） 午前１０時～１１時３５分

場 所：秋田市役所本庁舎５階 第２委員会室

委員の定数：１３人

出 席 委 員：１２人

１ 開会

２ 議事

(1) 令和元年度の主な取組について

資料１をもとに、事務局から説明を行った。

委 員 長 議事の(１)「令和元年度の主な取組について」に関して、ご意見や

ご質問等はないか。

委 員 令和元年度の事業報告の１、エイジフレンドリーパートナーづくり

推進事業について、パートナーの広がりはこのエイジフレンドリー事

業全体にとってかなり効果があると思う。しかし、これまで年間２０

程度ずつ増えていたものが、今年度は７に留まっている。どういうこ

となのか、伺いたい。

事 務 局 これまで主に建築業者から積極的に登録があったが、停滞気味にな

っている。また、昨年度はＰＲ活動として企業訪問をしていたものを、

今年度は番組製作などにより、パートナーの広がりに努めたが、まだ

登録事業者が増える状況に至っていない。引き続き来年度の取組につ

いて、検討していきたい。

委 員 令和２年度のパートナーの取組でも、事業者数の増加よりも、既に

登録しているパートナー事業者等に対する取組充実の方に軸足がある

ように捉えた。もちろんそれも大事だが、それよりさらに事業者数を

増やすことが、必要ではないか。

事 務 局 事業者を増やすためのＰＲ活動をするにあたっては、事業者にとっ

て何かメリットが必要と考える。企業訪問にしても、訪問した数だけ

登録に至るわけではない。そのため、今年度はメリットといえること

の充実に力を入れ、ポスターの作成、情報を紹介するテレビ番組の製

作、パートナー研修会での活動の紹介などを行った。直接メリットに

なるようなことはなかなか難しいが、令和２年度においても、その充

実に努めるものである。また、登録更新の際に、新しい取組を生み出

すことが事業者にとって難しいところもあるため、取り組みやすいよ

うな形にできないか見直しすることも検討している。来年度も積極的

にＰＲ活動を続けていきたい。

委 員 パートナーの募集については、私が商店街連盟の会長をやっていた
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時には会合があるたびに呼びかけしており、平成２７年から２８年に

かけては２倍以上に増えている。商工会議所の中でも企業、事業所、

商店街、路面店に対し、ただ物を売るだけではなく、エイジフレンド

リーな対応で入りやすい店にしていくために、まずはパートナーにな

るようにと勧めてきた。商工会議所報へ掲載したようだが、事業所な

どに呼びかけているわけではない。今後も各事業所や商店などにエイ

ジフレンドリーパートナーに参加してもらえるよう勧めていかなくて

はいけないのではないか。

委 員 元年度のコインバス資格証明書の提示による特典について、私は資

格証明書を以前から持っているが全く知らなかった。今後手続きする

人以外の方で知らない人も多いと思うが、特典を知ることで、外出の

きっかけや行動の変化に繋がると思うので、もっと周知する方法を他

にも考えるとよいのではないか。

委 員 長 既に取得されている方に対して、宣伝をしてみたらということだが

何かあるか。

委 員 市の広報でもいいのではないか。

事 務 局 もっと増えることが望ましいが、特典を実施しているのは現在６者

であり、ピンポイントの宣伝になってしまうところもあるので、周知

の仕方については検討したい。

委 員 パートナーの件について、以前、登録事業所の企業等をマップに落

としてみると、どこに集中しているか分かるのではないかとお話しさ

せていただいた。マップが大変であれば、一覧にすると分かると思う。

その上で、少ない地区を来年度は強化的に回るなどの対応をしてもい

いのではないか。

委 員 長 そのようなことについて、何か検討はしているか。

事 務 局 マップは予算もかかるということで、今回作成する「秋田市暮らし

に役立つサービス」においては、業種別で掲載していたものを、今回

から地区ごとの掲載に変更している。それにより、どの地区が少ない

かが明確になったので、今後登録者を増やすような活動をしていきた

い。マップ化については、今後の検討課題とさせていただきたい。

委 員 長 １のエイジフレンドリーパートナーづくりについて、数年前に大手

コンビニエンスストアが、高齢者に対するサービスを重視した方向で

展開していくという新聞記事を拝見した。個人事業者ではなくて、全

国規模だが、コンビニエンスストアはあちこちにあり、高齢者向けの

サービスを重視していく業者であれば、パートナーとして理解してい

ただける可能性、また関心もあるのではないかと思う。市から働きか

けができれば、かなり広がってくるのではないか。

事 務 局 実際、コンビニエンスストアチェーン店からはパートナー登録に関

心を持っていただいているが、経営形態がオーナー制であるため、本

社が良くても実際に取り組む店舗自体が難しいとなると、なかなか進

まなかったりする。ただ、一店舗登録をすると広がる可能性もあるの

で、どういった方向性があるか検討する。
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委 員 企業がパートナーになるにあたり、一番に考えることは自社にとっ

て何がプラスになるか、であるはずだ。次に何をするべきかとなるが、

そこで相手が納得するような説明ができれば検討しようとなる。しか

し、いろいろなメリットがあるという抽象的な言い方では、最近企業

も厳しい状況に置かれており、もっと優先的にするべきことがあると

言われかねない。そのため、何がメリットで何をするのか、今までは

どういうことをしたのかということをコンパクトに説明する必要があ

るのではないか。なお、この事業は秋田市で行っているものであり、

秋田市で代表的な企業については、直接的な経済的なメリットはなく

ても、市の企業として、社会的な地域的な責任において、市の取り組

んでいる事業に対して協力を仰ぎたいと登録を勧めていくことも良い

のではないか。

委 員 私がパートナーについてＰＲするときには、例えば、高齢者が休憩

できるいすがある、車いすで入店可能、応対や陳列が高齢者に分かり

やすいなど、登録の条件は３つあればいいと話している。年会費もな

く、市からはこの店はパートナーであると掲示できるステッカーと額

に入った登録証が交付される、これでもう十分メリットはある。委員

の皆様も事業所、店で、このような３つの条件があれば、パートナー

になれると呼びかけ、こういう制度があるとＰＲするのも一つの方法

ではないかと思う。是非とも街全体でエイジフレンドリーのパートナ

ーの店、事業所が多くなれば良い。

事 務 局 ステッカーや登録証だけでは、パートナーであることや何をしてい

るか分からないのではないかということで、ＰＲポスターも作成し、

貼っていただいている。

委 員 私は仕事で介護施設に行くことがあるが、介護施設は有限会社や株

式会社である。秋田には介護施設やショートステイがたくさんある。

そのオーナーに、メリットデメリット関係なく、エイジフレンドリー

のパートナーをお願いしに行ってもいいのではないか。介護施設には

病気の方だけでなく、元気な方もたくさんいるので、介護施設やショ

ートステイに、パートナーづくりの推進をしてもいいのではないか。

委 員 参考として、勝平地域包括支援センターの圏域で実施している高齢

者生活支援体制整備事業の中で、社会福祉法人が地域貢献事業として、

月１回、バスと運転手を提供し、買い物支援を行っている。ただ、実

際このような取組をしていても、パートナーには入っていない。

委 員 参考までに、先程民間の話があったが、数年前に法律が変わり、社

会福祉法人に地域貢献が義務づけられた。そして、現況報告書に地域

貢献は何をしているかを記載してホームページに公表しなければない

ことになっている。それらを精査して、これはエイジフレンドリーに

該当するというところがあれば、声をかけて登録しませんかと誘って

みるのも良いのではないかと思う。

事 務 局 参考とさせていただく。

委 員 長 他になければ、議事(1)を終了する。
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(2) 秋田市エイジフレンドリー指標の実績値について

資料２をもとに事務局から説明を行った。

委 員 長 議事の(２)「秋田市エイジフレンドリー指標の実績値について」に

関して、ご意見やご質問等はないか。

委 員 ４－４、１日２０分以上の運動を週１回以上実施している人の割合

の算定だが、例えば「いいあんべぇ体操」の体操教室、また太極拳、

ヨガなどを行っている高齢者はたくさんいると思う。この数は地域包

括支援センターで把握しており、老人クラブで実施しているものは、

秋田市老人クラブ連合会に問い合わせると良い。他にもいろいろなも

のが行われているので、それぞれの協会に伺うなど、もっと調査方法

はあるのではないか。それから、４－６高齢者がスポーツ活動に参加

している割合も同様で、調べればもっといるのではないか。また、６

－５地域における主体的な市民活動の取扱件数の交付金を受けながら

という話だが、この中に秋田市総合振興公社で補助している「緑のま

ちづくり活動支援基金」も含めてもいいのではないか。

事 務 局 指標については、エイジフレンドリーがどのぐらい進んでいるのか

を皆様に分かりやすく伝えるために設定している。委員の皆様からも

こういった指標を増やした方が良いといったご意見をいただきながら、

見直しを図っていきたいと考えている。先程の委員のお話しにあった

体操教室など我々も把握しているが、すべて調査するのは難しいため、

どういったものに焦点を絞ればよいか引き続き検討したい。

委 員 この資料を見て、相当のデータを集積、アレンジし、さらに見やす

く、作られていると感じる。ただその一方で、立派な資料作成も大変

重要であるが、推進という観点からすると、少し外向きにいろいろな

関係先への働きかけ、市民の皆さんに理解してもらうための広報活動

も必要である。限られた人員、予算の中で完全に行うというのは難し

いだろうが、そちらに目を向けられた方がいいのではないか。

委 員 ８－４の権利擁護のところで、私どもの地域福祉権利擁護の利用者

件数、これは下がっているが、実際に受け、対応できる件数がだいた

い４割ちょっとぐらい。最近は高齢者よりも、知的障がいや精神障が

いの方が増えてきてこれが下がっている現状なのですが、こちらの市

長申立は、高齢者よりも障がい者の方の割合が増えてきて件数が減っ

たという感じなのか、市長申立の利用者があまりいないのか。

事 務 局 そのあたりの背景について、次回までに調査する。

委 員 この事業をやっていて、やはり成年後見に移行したほうがいいのか

なという人も増えてきている。ただ、金銭的なこともあり、市長申立

が増えているのではと感じていたため、件数が減ったことが不思議に

思えて尋ねた。

委 員 ２－２ノンステップバス、低床バス導入状況について、どんどん増

えているのは大変結構である。ただ、障がい者の社会参加ということ

でいえば、ノンステップバスだけでは不足、満足しないところがある。
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市社協所有で障がい者が乗れて、車いすが積めるバス、車を個人の外

出、診療に利用することがある。しかし、１５～２０人くらいの車い

す利用者も含めた障がい者が団体で外出しようとなると、利用できる

バスがなかなかない。以前から市に福祉バスの導入をお願いしている

が、予算や管理の問題でまだ受け入れられていない。市や中央交通で、

誰にでも貸し出しする福祉バスの導入を少し前向きに考えていただけ

ればと思う。以上提案です。

委 員 長 これに関連して市社協から何かあるか。

委 員 市社協も障がい者、高齢者の移動支援ということで、車いすを搭載

できる車両２台を無料で貸し出しをしている。財源も限りがあり、車

は大概が市からの補助金や他の団体の助成金を活用している。助成金

の審査が厳しくてなかなか通らず、増やせないという現状がある。

委 員 現状、運転手としてボランティアの方を私どもで探さなければなら

ず、障がい者の中でも運転の上手な方などで対応している。ただ、運

転手、同乗者も含めて傷害保険は掛けているが、事故が発生した時に

傷害保険だけで対応できるかどうかも問題があるのではと考えている。

委 員 先程、社会福祉法人の地域貢献のお話をしたが、車いすを乗せて走

れる車両を持っている福祉施設では、その車両の活用を前向きに検討

していただいているところもある。例えば、休みの日や送迎後の日中

空いている車を活用するという検討、提案もできると思うので、その

ような話をする機会を作ろうとしている。ただ、保険や事故の問題を

どうするかということはある。また他の委員から話がありました、施

設で空いている車を活用し、職員が運転して、買い物支援を行ってい

るところも何か所かある。しかし、限定的にその町内だけを対象にし

てやっており、あまりＰＲしないでほしい、というような社会福祉法

人もある。まずは、ある社会資源をどう活用していけるかというのを

検討していきたい。

委 員 長 ＰＲしたいところではあるが、悩ましい。うまく広められるのであ

れば、この指標にも載せられると思うが、工夫していけるといい。私

の方から、先程の委員に状況を教えていただきたいのが、シルバー人

材センターについての６－３、その一つ上の６－２の６５歳を過ぎて

も働ける企業が増えているというところである。秋田県が全国１位と

いうのが大変いいと思うが、一方でシルバー人材センターがもっと高

齢者が生きがいとして働く場という位置にあるかと思う。現状として

働き手不足、労働力不足を補う立場になるかと思うが、そういう面で

見ると、数はあまり増えていない気がするが、何か事情があるのか。

委 員 シルバー人材センターの入会の条件は、秋田市在住の６０歳以上の

方である。しかし、実際はどの企業も６５歳程度まで雇用しているの

で、６５歳未満の入会者はほとんどいない。そのため、遅ければ７０

歳以上で入ってきている。現在１,０００人以上会員がいるが、会員の

平均年齢は７２.２歳。しかし依頼する企業側から、例えば介護施設の

運転業務を委託したいという話があっても、人を乗せるので７０歳以
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上はだめだと言う条件が出されると、該当する会員はいない。また、

短時間の対応依頼となると値段も少し高くなり、企業側も二の足を踏

むという状況になってきている。企業にしても、使いづらいというよ

うになってきており、会員は入ってくるが、なかなか伸びていかない

状況である。

実際は７０歳以上といっても、皆さん個人差があり、働きたいとい

う意欲がある方はたくさんいる。そういう方たちには仕事を少なから

ず斡旋しているという状況である。

委 員 長 指標の見え方として、６－２と６－３の兼ね合いが気になり、聞い

てみたところである。他になければ、議事(2)を終了する。

(3) 第２次秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画の進捗状況について

資料３をもとに事務局から説明を行った。

委 員 長 議事の(３)「第２次秋田市エイジフレンドリーシティ行動計画の進

捗状況について」に関して、ご意見やご質問等はないか。

委 員 取組の概要に記載されている内容に基づいて評価することになると

思うが、問題、課題にはあまり触れていない。実際、このように進ん

でいるのか。

事 務 局 現段階では、このように取り組んでいますとしか記載していないが、

来年度、進捗状況を照会する際には、課題となる点も明らかにしてい

きたいと思う。現在、各地区で推進戦略のワークショップを行ってい

る中で、皆さんから生の声をいただいているので、そのような生の声

も伝えながら進捗状況の点検評価をしていきたい。

委 員 私も同じような意見で、数値化を止めるのは良いが、数値化を止め

て文章だけにしてしまうと、どこが課題でどこまでできているかが、

見えなくなってしまう。そういう意味では数値化は、多少無理はある

かもしれないが、はっきり明示してもらうことに意味があったと思う。

悪いところは言いにくい部分はあると思うが、市全体として抱えてる

課題をみんなで共有することに意味があると、各部局の方に理解して

もらい、できないところ、課題をはっきりさせていくことが必要なの

ではないか。

事 務 局 決して数値化をあきらめたわけではなく、エイジフレンドリーの推

進に関連が深い事業で数値化ができるものをピックアップして示して

いきたいと考えている。事業の中で、例えばバリアフリー化の進捗率

などをピックアップし、分かりやすい形で評価をしたいと考えている。

委 員 私が関係する建築は大変幅広く、まちづくりから、公共の問題、バ

リアフリーの問題など、多岐にわたる。３－１高齢者のニーズに沿っ

た安心安全な住宅の整備の中で、昔から問題になっている耐震化の促

進があるが、年金生活者の住宅では診断を行っても、施工まで進まな

い事が多い現実がある。私が特にお話したいのが、秋田市として、地
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域の避難場所に向かう避難経路に隣接した住宅について、最低限重点

的に耐震補強することである。その場合、例えば先程の年金生活者の

住宅についても何らかの形でフォローができれば、より安心な地域に

なるのではと思っている。この辺について、取り組んでいただけると

ありがたい。

事 務 局 いただいたご意見を来年度の取組にも活かしていきたい。

委 員 最近世の中が変化し、予期しないことが起きていると同時に、地域

のつながり、連携が希薄になってきていると実感する。例えば具合が

悪くなるなど何か起きた時に、どこに相談すると解決策を教えてもら

えるというような信頼できる相談窓口があればいいなと思う。第一報

を受けて、こうしたらいいと聞けるというだけで、相談者が安心でき

るということを痛感しているので、そのような行政の取組は重点的に

お願いしたい。

事 務 局 流れとすると、中学校区を目安に配置している地域包括支援センタ

ーが１８か所あり、地域において総合的な相談支援を行う体制を整備

するということで進めている。他には、在宅医療のような取組は進ん

でいる。

委 員 勝平の場合、民生委員と担当者が一緒に回ったり、例えば振興会の

行事、敬老会にも包括支援センターの方が２～３人出席し、行事に出

席している方と丁寧に顔合わせをしているので、有難いと感じている。

委 員 ７にいろいろな情報をホームページ等で提供するとあるが、まだま

だホームページに馴染まない高齢者が多いと思う。市の委託を受けて

ＩＴ関連のＮＰＯ法人が、主にワードやエクセルのＩＴ講習をしてい

るが、主に高齢の方が学びに来る場所なので、その中で市側から、例

えば高齢者が市のホームページを見ると、ここに役立つ情報があると

いうことを知らせるなどをしても良いのではないかと思う。

委 員 長 他になければ、議事(3)を終了する。

(4) その他

委 員 長 「その他」について、委員の皆様から何かないか。意見がないよう

なので、事務局からその他として何かないか。

事 務 局 事務局から以下の事務連絡を行った。

・推進委員会の改選について

４ 閉会


